
記者発表（配布）資料 
令和 ８年 ７月 １３日 

 

世界遺産の城下町を舞台に、全国のランナーが師走の萩を駆け抜ける、「維新の里 萩城下

町マラソン２０２６」の参加エントリーが、いよいよ 7 月 18 日（土）からスタートします

ので、お知らせします。 

27 回目を迎える今年も、ハーフマラソンからファミリー部門まで多彩な種目を揃え、幅広

い世代の参加者を募集します。さらに、ゲストランナーとして五輪 4 大会連続出場を果たし

た福士加代子さんをお迎えし、大会を笑顔と熱いエールで盛り上げてもらいます。 

素敵なゲストと萩ならではの温かいおもてなしの心で、萩の魅力を体感していただく内容

となっております。 

記 

  1．大 会 名   維新の里 萩城下町マラソン２０２６ 

 ２．期  日  令和 ８年１２月１３日（日） 

 ３．会  場  萩ウェルネスパーク（椿） 

４．種  目  ハーフマラソン、５ｋｍ、２ｋｍ、ファミリー（２ｋｍ） 

 ５．参加資格  ハーフマラソン     高校生以上  (２,２００名) 

(募集人数)  ５ｋｍ         中学生以上 (３００名) 

２ｋｍ         小学３年生～６年生、中学生女子(２００名) 

ファミリー(２ｋｍ)   小学生と保護者 (１５０組 / ３００名) 

合計３,０００名  ※定員に達した場合は、受付を終了いたします。 

６．参 加 料  一般ハーフ ４，０００円、一般５ｋｍ ３,０００円 

高校生 ２,５００円、小・中学生 ２,０００円 

ファミリー（１組） ３,０００円 

７．エントリー期間  ７月１８日（土）～ ９月１４日（月） 

※インターネットエントリーのみ。 

 ８．公式ＨＰ  「萩城下町マラソン」で検索 

（ＵＲＬ：https://hagi-joukamachi-marathon.jp/） 

所属部課 事務局長 課 長 係 長 担 当 連絡先 

萩市教育委員会

事務局 

スポーツ振興課 

岸田 尚之 中村 真二 國光 知広 大谷 元 0838-25-7311 

件  名 
世界遺産の城下町を駆け抜ける！ 

「維新の里 萩城下町マラソン２０２６」エントリー開始について 



９．「維新の里 萩城下町マラソン」ハーフマラソンコースの紹介 

① 「まち全体が博物館」！世界遺産の城下町を駆け抜ける 

江戸時代の風情を残す武家屋敷や白壁のまち並みをはじめ、幕末の志士たちのゆかりの地を眺め

ながら走ることができます。まさに維新の志士になったような気分で歴史を体感できるコースです。 

② 3つの清流と、日本海・菊ヶ浜を望む雄大な自然美 

発着会場の阿武川沿いをスタートし、橋本川、松本川と、萩を流れる美しい川沿いを巡ります。

さらに中盤からはパッと視界が開け、国指定名勝の「菊ヶ浜」沿いへ。力強い日本海と指月山を眺

めながら走る萩ならではのコースです。 

③ 日本最大級の城門「北の総門」をくぐり抜ける特別ルート 

萩城の外堀に位置する日本最大級の高麗門「北の総門」をくぐり抜けて走るという、この大会な

らではの特別な体験ができます。 

④ 名物「田町商店街」の大声援と、最後の一歩まで途切れない温かい応援 

ランナーを後押ししてくれる、熱い声援が有名な「田町商店街（アーケード街）」。沿道のパワ

フルな応援に「元気をもらえる！」と参加者に非常に人気の名物スポットとなっています。 

 

 

 

 

 

１０．ゲストランナー 

 

 

 

福士 加代子（ふくし かよこ） 

生年月日：1982年 3月 25日 

出身：青森県北津軽郡板柳町出身 

所属：ワコール女子陸上競技部アドバイザー 

（主な経歴） 

2004 年アテネ五輪から 2016 年リオデジャネイロ五輪

まで、日本の女子陸上選手では初めてとなる五輪 4 大

会連続出場。 

2002年に3000mと5000mで当時の日本新記録をマーク、

10000ⅿでも日本選手権 6 連覇を果たすなど、「トラッ

クの女王」と呼ばれた。 

 







記者発表（配付）資料 

令和８年７月１３日 

所属部課 消 防 長 課  長 係 長（担当） 連絡先 

萩市消防本部 

消防総務課 
堀 秀通 瀧口 吉祥 西村 誠人 0838-25-2780   

 

件  名 

方面団連携訓練（炊き出し・子ども参加型）の実施について 

～ 消防力の維持に向けた萩市消防団改革の取組 ～ 

 

 萩市消防団は、人口減少・高齢化等に伴う団員減少により、将来的な消防力低下が懸念されています。 

 従来の訓練の在り方を見直し、69 年実施してきた消防操法訓練を一時中断する一方で、これまでの

方面団単位の出動体制に加え、災害時に方面団の区域を越えて支援し合えるよう、下記のとおり方面団

連携訓練（林野火災想定訓練）を実施しますのでお知らせします。 

 なお、本取組は、団員確保および消防団活動の負担軽減の観点から、操法中心の訓練から実動的訓練

へ重点を移すものであり、県内でも例の少ない取組です。 

記 

 

（１）日 時  令和８年７月１９日（日）午前９時３０分～正午 

        ※炊き出しは午前９時から開始 

（２）場 所  ①消火訓練等  福栄グラウンド周辺（萩市大字福井下 4100 番地） 

        ②炊き出し訓練 福栄総合事務所（萩市大字福井下 3999 番地 9） 

（３）内 容  大規模林野火災を想定した方面団連携による火災防御訓練 

（４）参加者  消防団：消防団本部、中央・むつみ・福栄方面団 １７０名（うち炊き出し ２３名） 

        消防本部・署：１２名 

        子ども参加：７名 

（５）目 的  団員数の減少・高齢化が進む中、今後は災害の激甚化も見込まれることから、方面団

の管轄を超えて協力できる体制づくりが必要となっています。 

各方面団が支え合う体制を整えることで、団員一人ひとり、さらには団員のご家族の

負担を軽減し、無理なく続けられる消防団づくりにつなげます。 

 また、長期化する災害を想定し、炊き出し訓練（後方支援）を組み合わせるとともに、

子育て世代の団員が参加しやすい環境づくりとして、団員の子どもが参加できる「参加

型訓練」（萩市消防団としては初めての取組）も試行します。 

 さらに、訓練の様子を広く発信し、消防団の役割の多様性「誰もが関われる役割」が

あることと「あなたにもできる役割」があることを周知することで入団の間口を広げ、

若年層の確保につなげ、将来の地域の安心・安全に資する取組として実施します。 

（６）今年度の連携訓練予定   

    ・６月１４日（日） 中央・旭・川上方面団（実施済） 

    ・７月１９日（日） 中央・むつみ・福栄方面団 

    ・１１月８日（日） 中央・田万川・須佐方面団 



令和８年度様式 

学校（幼稚園）情報 東・西・南・北 

ようこそ、わたしたちの学校（幼稚園）へ！ホットな情報を紹介します。 

発信  令和 8 年 7 月 1４日    

学校（園）名 萩市立むつみ中学校 

校長（園長）名 赤木 克哉 担当者 赤木 克哉 

所在地 萩市立大字高佐下１９８２－３５ 

連絡先等 

TEL 08388-8-0663 FAX 08388-8-0027 

メールアドレス  mutsumi-jh@hagicity.ed.jp      

学校ウェブサイトアドレス  萩市立むつみ中学校 

 
 

件 名 むつみ地域夏休み学習会「らんらんＢＡＳＥ６２３
む つ み

」 

内 容 

「むつみ地域学校運営協議会」と「むつみ家庭教育支援チーム」が主催で開催する

「むつみ地域 夏休み学習会」です。 詳細は以下のポスターにて。 

日 時 令和８年７月２７日（月）～３０日（木）９：００ ～ １１：３０   

場 所 むつみ農林環境改善センター（むつみ総合事務所２Ｆ） 

参加者 児童生徒・地域の方 

その他

（参考事項） 

※天候等の理由で開催日時を変更することがあるので、取材されるときは事前に学校へ

連絡してください。 

 

mailto:mutsumi-jh@hagicity.ed.jp
https://sites.google.com/edu.city.hagi.lg.jp/mutsumichu/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0


記者発表（配付）資料 
令和８年７月１5日 

所属部課 部  長 課  長 班  長 副班長・担当 連絡先 

萩市総合政策部 

萩暮らし応援課 
肌野 次雄 上田 知由 蜷川 大介 堀 理恵子 

（0838） 

25-3360 

件  名 
「はぎポルト‐暮らしの案内所‐」における移住６００世帯到達にかかる 

記念品の贈呈について 

萩市では、平成１８年に、「定住総合相談窓口」（現在の「はぎポルト‐暮らしの案内所‐」）を

開設し、空き家情報バンクをはじめとした移住促進や定住支援のための取組を行ってきました。 

 このたび「はぎポルト‐暮らしの案内所‐」を通じた移住世帯数が累計６００世帯となりまし

た。つきましては、６００世帯目の移住者となる方に、市長から記念品を贈呈しますのでお知ら

せいたします。 

記 

１ 行 事 名 「はぎポルト‐暮らしの案内所‐」における移住６００世帯到達にかかる 

記念品の贈呈 

２ 開催日時 令和８年７月２１日（火）午前１０時～ 

３ 開催場所 はぎポルト‐暮らしの案内所‐（萩・明倫学舎４号館） 

４ 訪 問 者 前住所地：東京都目黒区 出身地：大分県 

西村 文佳（にしむら ふみか） 女性 ３２歳 

【移住までの経緯】 

令和7年4月から令和8年3月まで、「ふるさと回帰支援センター・東京」（東京都有楽町）の山口

ブースにおいて、UJIターンアドバイザーとして勤務。在職中は、萩暮らし応援課の職員とも連携し、萩

市への移住をサポート。萩との縁は、昨年 8 月に「萩ゲストハウス ruco」に宿泊したことがきっかけ。

その後もオーナーとの交流を続ける中で萩への思いが深まり、移住を決意。 

はぎポルトでは住まいの相談支援を受け、「若者・子育て世代移住応援事業（家賃補助）」を活用予定。 

【これまでの移住実績】 

令和7年 1,000人到達 

令和６年 500世帯到達 

令和４年  400世帯到達 

  令和２年  300世帯到達 

  平成30年 200世帯到達 



記者発表（配付）資料 

                                     令和８年７月１５日 

所属部課 局  長 課  長 
 

課長補佐 担  当 連絡先 

萩市教育委員会事務局 

文化・生涯学習課 
岸田 尚之 岡村 卓司 寺口 栄子 寺口 栄子 25-3511 

 

件  名 

全国大会出場者激励会の開催について 

（拉致問題に関する中学生サミット） 
 

拉致問題の解決のため、若い世代が自ら拉致問題を主体的に考え、拉致問題の啓発に係る

取組を支えるリーダーを育成するとともに、都道府県及び指定都市の代表が東京に集まって

交流することで、全国各地での多様な取組を一層促進することを目的として、「拉致問題に

関する中学生サミット」が開催されます。 

山口県代表として、萩市立大井中学校３年の齊藤
さいとう

大和
や ま と

さんが選ばれましたので、下記のと

おり激励会を開催します。なお、萩市からの出場は今回が初めてとなります。 
 

記 

１ 市長激励会 

・日 時  令和８年７月２２日（水）午前１１時４０分～正午 

・場 所  市長応接室 

・出場者  萩市立大井中学校３年 齊藤
さいとう

大和
や ま と

  ※大井中学校生徒会長 

 

２ 拉致問題に関する中学生サミットについて 

・日 程  令和８年８月７日（金） 

・会 場  浅草橋ヒューリックホール＆カンファレンス（東京都） 

・主 催  政府拉致問題対策本部 

・概 要   全国の都道府県・指定都市教育委員会から推薦された中学生が東京に集ま  

り、拉致被害者御家族の講話を聴講し、拉致問題に対する理解を深めるとも

に、グループ討議、全体発表などの活動を通して議論を行う 

 

３ 選考について 

  エントリーシート及び校長の推薦により、山口県代表に選出。 

萩市からの出場は初。 



記者発表（配付）資料 
令和８年７月１５日 

所属部課 部 ⾧ 課 ⾧ 班 ⾧ 担 当 連絡先 

萩市商工観光部 
産業政策課 

藤原 章雄 大久保 成彦 中村 和也 村橋 修平 0838-25-3638 

 

件 名 
【中小企業者等向け】 
エネルギー価格・物価高騰により利益が減少している 
中小企業者等を支援します! 

 

中東情勢等を背景とした、エネルギー価格や物価高騰の影響により、仕入れ価格や経費が上昇
し、利益が減少している市内中小企業者等の経営の安定及び事業継続を支援するため、支援金を
支給しますので、お知らせします。 
 

【本補助金概要 ※詳細は別途添付】 

１．受 付 期 間  令和８年７月２１日（火）～１０月３０日（金） 

 

２．対象事業者  ・市内に本社・本店や主たる事業所が所在する中小企業者等 

・現在も事業活動を行っており、今後も経営を継続する意思があること 

・市税等に滞納がないこと 

 

３．対 象 要 件  エネルギー価格や物価の高騰の影響を受けて、令和８年４月から６月の３か

月間の売上高に対する利益率が、前年同期間の売上高に対する利益率と比較

して５％以上減少していること など 

 

４．給付上限額  ・１０万円（申告済の直近の売上高が１億円以下） 

・２０万円（申告済の直近の売上高が１億円超） 

 

５．申 請 方 法  所定の申請書に、必要書類を添付して提出 

※電子申請も対応しています。 

 

６．ホームページ  URL：https://www.city.hagi.lg.jp/soshiki/49/h71789.html 

 



萩市産業政策課 （0838-25-3108）
電子申請、各総合事務所、支所・出張所での申請もできます。

申請先・問い合わせ窓口

中東情勢などにより、エネルギー価格・物価高騰等の影響で、仕入価格・経費等が上昇したこと
によって、利益が減少している市内の中小企業者等に、市独自の支援金を支給します。
なお、この支援金は、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金／重点支援地方交付金」

を活用しています。

申請期間 令和８年７月２１日（火）～１０月３０日（金）

中小企業者等向け

エネルギー価格・物価高騰対策支援金

○萩市内に本社・本店や主たる事業所が所在す
る中小企業者等※1で下記に該当すること

○現在、事業活動を行っており、今後も経営を
継続する意思があること

○市税等に滞納がないこと

法人：市内に主たる事業所を有し、萩市に開設
届の提出があり、法人市民税が課税されている
個人：代表者が市内に住み、住民登録があり、

個人市民税が課税されている
※市外在住者の場合でも市内に自己所有または
賃貸により本社や主たる事業所等を開設して、
過去から継続的に経済活動、営業活動を行い、
１年以上継続して萩市在住の従業員を雇用を
している場合は対象となります

１．対象となる事業者

※１ 中小企業基本法または中小企業団体の組織に関する法律で
規定する事業者（法人・個人事業主）や、社団法人、財団
法人、NPO法人等の団体で下記のいずれかの業種別の要件
に該当すること
・製造業、建設業、運輸業、その他下記以外の業種

：資本金3億円以下または従業員300人以下
・卸売業：資本金1億円以下または従業員100人以下
・サービス業：資本金5千万円以下または従業員100人以下
・小売業：資本金5千万円以下または従業員50人以下

３．給付上限額

マイナス

基準期間 ⓑ 
の利益率

対象期間 ⓐ
の利益率

利益率の
減少度合

申告済の直近の売上高

1億円以下 1億円超

5％以上 20万円 40万円

0％超5％未満 10万円 20万円

６．申請方法（必要書類）

所定の申請書兼請求書に、必要書類を添付して提出
・比較する３か月の、売上高や仕入、対象経費の状況が
確認できる、売上台帳帳簿や確定申告書の写しなど

・直近の事業年度の確定申告書（売上高が判る書類）の 写し

５．影響対象経費の例

エネルギー価格・物価高騰の影響を受け、事業に利用する
・仕入れ
・水道光熱費（電気料金、ガス、軽油や灯油など）
・消耗品費（用紙代や包装紙代）
・荷造運賃費（出荷等に係る梱包費用や運搬費用）
・その他（事業で使用する車両のガソリン代）など

２．対象要件

※売上に対する利益率（％）＝

（売上金額 － 影響対象経費）/ 売上金額×100

より５％以上減少していること

令和８年４月から６月の３か月間

の売上高に対する利益率

前年度の対象期間と同じ３か月

間の売上高に対する利益率

原油価格や物価の高騰の影響を受けて

が

対象期間
ⓐ

基準期間
ⓑ ３か月の利益率が算出できない場合は

前年度の利益率３/１２でも可

Ｂ－Ａの額と、給付上限額の
いずれか少ない額が給付金額です
※1,000円未満は切り捨てとなります

４．給付金額

基準期間 ⓑ

の売上利益額 マイナス

対象期間 ⓐ

の売上利益額

Ｂ Ａ

※売上利益額＝（売上金額 ― 影響対象経費）

特例の場合は、前年度の売上利益額の3/12の額

上限１０万円 上限２０万円

７．申請に関する事前相談

萩商工会議所、萩阿武商工会、萩・阿西商工会



記者発表（配付）資料 
令和８年７月１５日 

所属部課 部 長 課 長 課長補佐 担 当 連絡先 

萩市農林水産部 

農政課 
市瀬 公俊 河野 裕昭 宗樂 充将 田中 大輔 

（0838） 

25-4192 

 

件  名 萩市出身の山口県立農業大学校生による萩市長への学修報告について 

 

 

山口県立農業大学校で勉学に励む萩市出身の学生が市長へ学修報告を行うとともに、市長の激励

を通じて、学業の充実及び地元就業への意欲の喚起を図ることを目的に開催します。 

 

１．開催日 

令和８年７月２４日（金曜日）午後４時～午後４時３０分 

 

   ２．開催場所 

      萩市役所 市長応接室（萩市大字江向５１０番地） 

 

   ３．内容 

     （１）自己紹介・市長への学修報告 

     （２）激励の言葉 

（３）記念品（図書カード）の贈呈 

     （４）記念撮影 

     （５）懇談 

 

   ４．出席者 

      萩市長 田中 文夫 

      山口県立農業大学校学生（４名）、社会人研修生（１名） 

山口県立農業大学校職員 

萩農業改良普及協議会関係者（山口県萩農林水産事務所農業部、萩市） 

 

５．主催 

萩農業改良普及協議会（会長：市瀬公俊） 

 

   ６．問い合わせ先 

      萩農業改良普及協議会事務局 

       山口県萩農林水産事務所農業部（ＴＥＬ ０８３８－２２－０１５８） 

 

   ＜参考＞ 

    『萩農業改良普及協議会』 

     萩市及び阿武町の農家経営の安定、農家生活の向上により、農業・農村の活性化を図ること 

を目的に、萩農林水産事務所管内の市町、農業協同組合、農業委員会で組織する会。 



記者発表（配付）資料 

 令和８年７月１６日 

所属部課 部  長 課  長 課長補佐 担  当 連絡先 

萩市総合政策部 

企画政策課 
肌野 次雄 谷野 芳之 村田 直之 和田 大毅 

（０８３８） 

２５－３１０２ 

 

件 名 

～先人の志を知り、人間的な感性を磨くことで次世代のリーダーを育てる～ 

「バッカーズ（東京）寺子屋」第２１期生、「バッカーズ九州寺子屋」第１８期

生、「小郡寺子屋志学舎」第５期生による萩市表敬訪問について 

先人の志を学ぶため、豊かな自然と先人の志が息づく明治維新胎動の地・萩で、３泊

４日の合宿を行う「バッカーズ（東京）寺子屋」、「バッカーズ九州寺子屋」、「小郡

寺子屋志学舎」の皆さんが萩市を訪問されますので、以下のとおり、お知らせします。 

 

（１）「バッカーズ（東京）寺子屋」とは 

１０歳～１５歳までの小中学生たちに次代の日本を担う人間になってもらいたいと

いう願いをこめて、平成１７年に設立された新しい学びの場。教室の中だけではなく、

実社会や自然をフィールドにして、人間的に魅力あふれる人に育ってほしいという方針

の下、毎年プログラムの一環として夏休み期間中に萩で合宿を行っている。 

バッカーズ東京寺子屋：主に東京又は首都圏近郊でプログラムを実施。 

バッカーズ九州寺子屋：主に福岡又は福岡近郊でプログラムを実施。 

 

（２）「小郡寺子屋志学舎」とは 

  福岡県小郡市市政施行５０周年記念事業として、令和４年から実施。自分たちの住む

地域の良さを実感し、地域への愛着や郷土愛を深め、志を高めて主体的にまちづくり

に関わっていくことができる人材の育成を目指す。プログラムの一環として、萩で合

宿を行っている。 

 

（３）訪問日時等 

日時：（東 京）令和８年７月２８日（火） １６時～１７時 

   （九 州）令和８年８月 ５日（水） １４時～１４時３０分 

（小郡市）令和８年８月１８日（火） １６時～１６時４０分 

場所：萩市役所 ２階 全員協議会室 

内容：歓迎挨拶、バッカーズ寺子屋木村塾長挨拶、塾生自己紹介 

   ※全日程市長が対応予定 

     

（４）訪問者（予定） 

（東 京）第２１期生：小中高校生１７名、引率者：６名 

（九 州）第１８期生：小中学生 ２１名、引率者：５名 

（小郡市）第５期塾生：小中学生 １３名、引率者：４名 

 

 

 



（５）合宿スケジュール 

  （東 京）７月２８日（火）～７月３１日（金） 

  （九 州）８月 ５日（水）～８月 ８日（土） 

  （小郡市）８月１８日（火）～８月２１日（金） 

 １日目 萩市表敬訪問、松下村塾、松陰生誕地見学など 

 ２日目 釣り体験、萩博物館見学、城下町散策 

 ３日目 萩焼体験、萩・明倫学舎見学、プレゼンテーション研修 

   ４日目 プレゼンテーション 

       「維新胎動の地で感じたこと、気づいたこと、学んだこと」 



 

学校（幼稚園）情報 東・西・南・北 

ようこそ、わたしたちの学校（幼稚園）へ！ホットな情報を紹介します。 

発信  令和８年７月１７日    

学校（園）名 萩市立川上小学校・川上中学校 

校長（園長）名 
橋本 展宏（小） 

青山  拓（中） 
担当者 吉田 聡（小） 

所在地 萩市川上 4462-12（小学校）萩市川上 4581（中学校） 

連絡先等 

TEL 
0838-54-2006（小） 

0838-54-2008（中） 
FAX 

0838-54-2868（小） 

0838-54-2866（中） 

学校ウェブサイトＵＲＬ ※開催の中止や延期、場所の変更等をお知らせします。 

https://sites.google.com/edu.city.hagi.lg.jp/hagikawakami 

（小学校） 

https://sites.google.com/edu.city.hagi.lg.jp/kawakamijh 

（中学校） 
 

件 名 阿武川下りに挑戦   

内 容 

川上小・中学校の子どもたちは、６月に３回、体育科の学習でカヌー授業に取り組

みました。毎年カヌー授業に取り組んでいるので、学年が上がるにつれて見事なパ

ドル捌きができるようになっています。中学生は、流れの速い場所でも自由自在に

カヌーを操ることができます。 

「阿武川下りに挑戦！」では、カヌー授業で学んだことを活かして、川上地域にあ

る阿武川河川公園から萩市玉江河川公園までの約１０km を、カヌーに乗って一日か

けて下ります。 

子どもたちが、カヌーの楽しさを味わうとともに、雄大な阿武川の自然の素晴ら

しさを感じ、ふるさと川上への愛着を深めてくれることを願っています。 

日 時 令和８年８月１日（土） ８：００～１５：００ 

場 所 
阿武川河川公園から出艇～萩市玉江河川公園に接岸 

途中、沖原河川公園で降りて昼食。 

その後、椿大橋付近を出発し、横断幕を持ちます。12:30前後。 

参加者 
児童生徒１３名（川上小５名、川上中８名）  

川上地域協育ネット（南天ネット）連絡協議会  山口県カヌー協会 

川上公民館  川上小・中学校ＰＴＡ 

その他
（参考事項） 

実施の可否は、当日朝７：００に現地で協議して決定します。実施決定後に天候が急変

した場合は、中止や午前のみの実施となることもあります。 

 
※天候等の理由で開催日時を変更することがあるので、取材されるときは事前に学校へ連絡してください。 

 

https://sites.google.com/edu.city.hagi.lg.jp/hagikawakami
https://sites.google.com/edu.city.hagi.lg.jp/kawakamijh


1  

記者発表（配布）資料 
令和８年７月１７日 

 

このたび、レノファ山口 FCの選手・関係者が下記のとおり表敬訪問されますのでお知らせします。 

また、表敬訪問に続き、ご来場いただいた皆様を対象とした写真撮影及びサイン会を開催します。 

つきましては、当日の取材についてよろしくお願いいたします。 

 
記 

 

1. 日時   令和8年7月23日（木）午後2時30分～3時30分 
 
2. 場所    表敬訪問：萩市役所 本庁舎２階 市長応接室  

写真・サイン会：萩市役所 本庁舎１階 ロビー 
 

3. 来訪者   レノファ山口FC ご当地シャレン※選手 ２名（同行スタッフ１名） 
       萩市担当選手：山本 駿亮 選手、山本 龍平 選手 

※ご当地シャレン選手 
レノファ山口FCのホームタウンである山口県全体を盛り上げるため、選手が担当

制で県や市町のPRや応援といったシャレン(社会連携)活動をおこなっていくもの 
 

 4. 当日のスケジュール 
午後2時30分～2時50分：表敬訪問 

・マッシュアップユニフォーム※の贈呈 
・応援フラッグの贈呈とメッセージ記入 

・記念撮影 
午後3時00分～3時30分：写真撮影・サイン会 

・ご来場の皆様との交流、記念撮影など 

   ※マッシュアップユニフォーム 
    これまでの歴代のユニフォームデザインを全体に施したユニフォーム 
 

5. 参加にあたっての注意事項（一般参加の皆様へ） 
サイン用の色紙や私物は各自でご持参ください。 
（※会場での色紙等の販売・配布はございません） 
 

6. 取材について 

   当日の取材及び撮影につきましては、進行の妨げにならないよう、課会員の指示に
従ってください。また、一般参加者の映り込みなどへのご配慮をお願いいたします。 

所属部課 局  長 課  長 係  長 担  当 連絡先 

萩市教育委員会事務局

スポーツ振興課 
岸田 尚之 中村 真二 國光 知広 大谷 元 0838-25-7311  

件  名 レノファ山口 FCによる表敬訪問及び写真撮影・サイン会の開催について 
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① マッシュアップユニフォーム 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 応援フラッグ 
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氏名 
山本 駿亮 

（やまもと しゅんすけ） 

生年月日 1999 年 3月 24日 

出身地 山口県萩市 

ポジション FW 

【所属チーム歴】 

椿東 ASC  

→ 高川学園中  

→ 高川学園高  

→ 徳山大  

→ 鹿児島ユナイテッド FC  

→ レノファ山口 FC（2024-2025.8） 

→ 奈良クラブ  

→ レノファ山口 FC（2026‐） 

氏名 
山本 龍平 

（やまもと りゅうへい） 

生年月日 2000 年 7月 16日 

出身地 三重県 

ポジション DF 

【所属チーム歴】 

四日市中央工高  

→ 松本山雅 FC  

→ モンテディオ山形  

→ 松本山雅 FC  

→ AC長野パルセイロ  

→ 松本山雅 FC  

→ レノファ山口 FC（2026‐） 

【ご当地シャレン選手（萩市） 紹介】 



記者発表（配付）資料 
 

令和８年７月１７日 

  

 

件  名 今年も小川ロビーコンサートを開催します 

 

地域の皆さんがより支所に親しんでいただき、豊かな時間を過ごしていただくため、昨年

に引き続き小川ロビーコンサートを開催しますので、お知らせします。 

記  

 

１．開 催 日 時：令和８年７月２９日（水） 午前１０時～午前１０時３０分 

２．会     場：小川交流センター(萩市大字中小川５９５番地１） 

３．出 演 者：ソプラノ歌手 秋山美恵、ピアニスト 荒瀬美保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．プロフィール： 

【秋山
あきやま

 美恵
よ し え

】 

萩市出身。萩高在学中は合唱部に所属。故 有冨 美子氏に師事。武蔵野音楽大学声楽科

卒業後、モスクワ音楽院教授で世界的メゾ・ソプラノ歌手、故エレナ・オブラスツォワ氏に

師事し研鑽を積む。現在、演奏活動とともに萩市内の自宅で後進の指導も行っている。 

【荒瀬
あ ら せ

 美保
み ほ

】 

 兵庫県出身。山口県防府市在住のピアニスト兼編曲家、登山家。ジャズピアノを故 内田

浩誠 氏に師事、ジャンルにとらわれない演奏と編曲で幅広く活躍。舞台音楽監督やビッグ

バンドのピアノ、コンクール伴奏で全国大会出場の実績を持つほか、大自然からのインスピ

レーションで作曲も行う。 

５．曲 目：ラフマニノフのヴォカリーゼ、ジブリメドレー ほか 

所属部課 所長 地域調整監（担当） 連絡先 

萩市田万川総合事務所 大谷 聡 平田 敏郎 08387-2-0300 

ソプラノ歌手 秋山美恵 ピアニスト 荒瀬美保 



記者発表（配付）資料 
令和８年７月１７日 

担当部課 所 長 総 括 主任主事 担 当 連絡先 

萩市須佐総合事務所 

産業振興部門 
中村 正弘 西川 仁了 岡 範幸 西川 仁了 

（08387） 

6-2219 

 

件  名 「須佐 男命（みこと）いか横丁」７月１９日（日）の中止について 

 

 「須佐男命いか横丁」の開催については、５月１５日付け発表資料をもって報道各社の皆様にお

知らせしたところですが、本日までの漁・海況などから、イベントや直売市への供給が見込めない

ため、７月１９日（日）については、開催の中止を関係者において決定しましたので、お知らせし

ます。 

記 

 

【本日決定した事項】 

 

※「須佐男命いか横丁」 ７月１９日（日）を中止 

 

※連携行事の「須佐男命いか直売市」についても、７月１９日（日）を中止 

 

 

今回の中止決定につきましては、「須佐男命いか横丁」主催の実行委員会、山口県漁協須佐一本

釣船団において、本日までのケンサキイカ漁の状況をもとに判断いたしました。 

ご理解をお願いします。 

 

 

お問い合せ先 須佐男命いか祭り実行委員会 

（萩市須佐総合事務所 産業振興部門内） 

             TEL:08387-6-2219 



記者発表（配付）資料 
 

令和８年７月１７日 

所属部課 局  長 課  長 担  当 連絡先 

萩市教育委員会事務局 

文化・生涯学習課 
岸田 尚之 岡村 卓司 蛭子 亜伊 0838-25-3590 

  

件  名 ひきこもり支援に関する講演会の開催について 

 

ひきこもりや不登校など、生きづらさを抱える方について正しい理解を深めていただくた

め、下記のとおり講演会を開催しますので、お知らせします。 

 

記 

 

１．開催日時：令和８年８月２８日（金）午後１時３０分～３時３０分（午後１時開場） 

２．開催場所：萩市民館小ホール 

３．演  題：たった一人の若者から、地域は変わる。～つながりが育てる地域の力～ 

４. 講  師：一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト  

代表理事 渡辺 ゆりか氏 

 
【講師プロフィール】 
  一般社団法人草の根ささえあいプロジェクト代表理事。 

公認心理師・産業カウンセラー・キャリアコンサルタント。 
2011年「草の根ささえあいプロジェクト」立ち上げ。 
2013年より「名古屋市子ども・若者総合相談センター」を開所。 
名古屋市を拠点に、年間 1,000人を超える子ども・若者やご家族の相談に携わる。 

 
「支援者だけで人は支えられない。地域のみんなで、一人と向き合う。」 
「助ける／助けられる、を越えた物語が生まれる地域をつくる。」 

 
そんな思いを胸に、行政・学校・企業・地域住民とともに歩んでいる。 
こども家庭庁・厚生労働省等の委員や講師も務める一方で、現在も現場で支援を行っ
ている。 
 

５．受 講 料：無料（申込不要） 

 

６．対 象 者：どなたでも参加できます（※定員６０人程度） 

 

 

 

 

 

 



 

 



記者発表（配付）資料 

令和 8 年 7 月１7日 

所属部課 部 長 部 次 長 課  長 担  当 連 絡 先 

萩市商工観光部 

観光政策課 
藤原 章雄 兼 竜也 中村 浩二 椙本 学 0838-25-3139 

所  属 会 長 専務理事 事務局長 担  当 連 絡 先 

一般社団法人 

萩市観光協会 
阿川 仁海 小川 政則 世良 真智志 江川 麻美 0838-25-1750 

件 名 
 山口県萩市×ＴＶアニメ「銀魂」コラボ 

【銀魂暦】～たまには昔を振り返ってみるのも吉～ 開催！ 

一般社団法人萩市観光協会は、この度、ＴＶアニメ「銀魂」とのコラボレーション企画 

「【銀魂暦
ごよみ

】～たまには昔を振り返ってみるのも吉～」を開催いたします。 

本企画では、明治維新の志士ゆかりの史跡が数多く残り、作品の背景にある歴史を感じら

れる萩市を銀魂とともに楽しんでいただける企画を用意します。また、ＪＲ西日本や萩・石見

空港利用拡大促進協議会とのコラボも実現。萩への道中、列車や飛行機での移動も楽しめる

企画です。 

■企画概要

（１）描き下ろしコラボイラスト

コラボ企画にあわせて、新規描き下ろしイラストを制作します。一部イラストはキャラク

ターデザイン竹内進二が担当しています。お楽しみに。

情報配信解禁日時 

７月１７日（金）１２時以降 × 



（２）コラボ企画 

コラボフード、宿泊施設や、鉄道や空港などと連携したコラボ企画を予定しております。

萩市を楽しめる「銀魂」コラボをお届けします。 

 

（３）周遊スタンプラリー 

萩市内のゆかりの場所を巡るスタンプラリーを実施予定です。 

 

（４）坂田銀時バースデーイベント 

坂田銀時の誕生日（10 月 10 日）にはメッセージボードやバースデーフードで誕生日を

お祝いします。 

 

その他様々な企画を予定しております。詳細は後日発表いたします。お楽しみに。 

 

 

■期 間：令和 8 年 10 月 1 日（木）～12 月 31 日（木） 

■場 所：萩市内各所 

■主 催：一般社団法人萩市観光協会 

■共 催：萩市 

■協 力：西日本旅客鉄道株式会社、萩・石見空港利用拡大促進協議会 

■企画協力：はぎビズ、株式会社ルフェイス 

■備 考： 

・諸事情により、内容が変更となる場合があります。 

・詳細は、公式 HP をご確認ください。 

 

萩市×アニメ銀魂コラボＨＰ 

https://luface.jp/business/event/collabo/hagi_gintama_goyomi/ 

 

 

◎一般社団法人萩市観光協会コメント 

萩市には、明治維新の志士ゆかりの史跡が数多く残り、作品の背景にある歴史を感じられ

る地として、地元事業者の皆さまからも、その魅力を一緒に伝えていきたいという温かい想

いが寄せられています。今回のコラボレーションを契機に、萩の歴史的価値や文化の魅力が

国内外へ広く発信され、“作品の聖地”の一つとしてさらなる認知度の向上と観光客の増加に

つながることを期待しています。 

 

◎参考： ＴＶアニメ「銀魂」について 

コミックスシリーズ世界累計発行部数（デジタル版含む）７３００万部、「週刊少年ジャンプ」

（集英社刊）で連載されていた大人気漫画「銀魂」（空知英秋／集英社 ジャンプコミックス



刊）。 

抱腹絶倒のギャグと壮絶アクション、そして人情や絆も詰め込んだ痛快エンターテイメント

で、テレビ&劇場アニメシリーズ化、実写映画化されている。 

また、スピンオフ小説「３年Ｚ組銀八先生」（著：大崎知仁／原作：空知英秋）をベースとし

た銀魂まるちばーすアニメ「3 年 Z 組銀八先生」が 2025 年 10 月よりテレ東系列にて放

送。2026 年 2 月からは「新劇場版 銀魂 -吉原大炎上-」も公開。 

連載開始から約２０年を経てもなお、様々なメディアミックスにより多くのファンを楽しま

せ愛され続けるコンテンツへと成長し続けている。  

 

アニメ『銀魂』公式サイト： https://anime-gintama.com/  

アニメ『銀魂』公式 X（旧：Twitter）：https://twitter.com/gintamamovie  

YouTube『銀魂チャンネル』： https://www.youtube.com/@gintama_channel_official 

https://anime-gintama.com/
https://twitter.com/gintamamovie
https://www.youtube.com/@gintama_channel_official


記者発表（配付）資料 
令和８年７月１７日 

所属部課 部 長 部 次 長 課  長 担  当 連 絡 先 

萩市商工観光部 

観光政策課 
藤原 章雄 兼 竜也 中村 浩二 椙本 学 0838-25-3139 

 

件名 萩観光モデル創出プロジェクト研究にかかる共同記者会見 

 

この度、萩市は、萩観光モデル創出事業の受託事業者である事業構想大学院大学との共

同記者会見を行いますのでお知らせします。つきましては、プロジェクト研究の概要や今

後の取り組みについてご説明いたしますので、ご多用の折恐縮でございますが、何卒ご取

材賜りますようお願い申し上げます。 

 

概要 
 

日 時 令和 8 年 7 月２２日（水）午後２時～２時３０分（予定） 

場 所 萩・明倫学舎 本館 特別応接室 （〒758-0041 山口県萩市江向 602 番地） 

出席者 萩市長 田中 文夫 

学校法人先端教育機構 事業構想大学院大学 学長 田中 里沙 

次 第 １．あいさつ 

・萩市長 

・事業構想大学院大学 学長 

２．プロジェクト研究概要 紹介 

３．事業構想大学院大学 紹介 

４．記念撮影 

５．質疑応答 

 

■萩観光モデル創出プロジェクト研究について 

（１）プロジェクト研究の背景 

萩市では、観光を地域の持続的な発展を支える基幹産業のひとつと位置付けています。

しかしながら、閑散期・平日の宿泊客数の増加や市内外へのアクセス改善など、観光課題

はまだ多く残っております。 

これらの課題解決には、行政だけでなく民間の知見や発想を取り込んだ官民連携が不可

欠であり、観光分野を担う人材育成も急務となっています。こうした背景のもと、地域課

題解決に向けた豊富な実績を持つ事業構想大学院大学と連携し、実効性の高い観光モデル

の創出を目的として、本プロジェクト研究に取り組みます。 

 

（２）プロジェクト研究の特徴 

公募により集まった 10 名の研究員が、グループおよび個人で事業提案に取り組む研究

会。グループでは萩市の観光課題である「閑散期・平日の宿泊客数の増加」や「市内外へ

のアクセス改善」などをテーマに事業を提案し、個人は自身や所属企業の強みを活かした

事業を提案します。 



 

■事業構想大学院大学について 

2012 年 4 月に東京・南青山に開学した、事業構想と構想計画を構築・実践する社会人

向け大学院。事業の根本からアイデアを発想し、事業の理想となる構想を考え、実現する

ためのアイデアを紡ぎ、構想計画を構築していくことを対象とした多様なカリキュラムを

提供しています。多彩な業界で活躍する教員・院生と議論を重ね、2 年間で事業構想計画

書の提出を経て、専門職学位の「事業構想修士（専門職）」（MPD：Master of Project 

Design）が授与されます。拠点は東京、名古屋、大阪、福岡、仙台の 5 校舎で計 967 名

が修了し、数多くのイノベーションとなる新事業が生み出されています。 

また、本学の附属研究機関である「事業構想研究所」では、企業・事業のプロジェクト

ベースでの研究が活発に実施され、既に 4,500 名以上が課程を修了しているほか、月刊

『事業構想』等の出版を始め、研究書籍を発刊しています。その他、詳細は大学院 HP（ 

https://www.mpd.ac.jp/）をご覧ください。 

 

https://www.mpd.ac.jp/


記者発表（配付）資料 
令和８年７月１７日 

所属部課 部 長 課 長 担 当 連絡先 

萩市総務部 

防災危機管理課 
田村 佳代子 小野 彰彦 田島 孝行 0838-25-3808 

 

件 名 令和８年度「７.２８萩市民防災の日」関連行事の開催について 

 

市では、７月２８日を「萩市民防災の日」、７月２３日から２９日までを萩市民防災週間とし

ております。 

改めて、平成２５年萩市東部集中豪雨災害の経験と教訓を風化させることなく後世に継承し、

市民一人ひとりが自然災害についての防災意識を高めるため、「７.２８萩市民防災の日関連行

事」を、以下のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

 

１．日  時 令和８年７月２８日（火）午前１０時～１１時３０分 

 

２．場  所 萩市総合福祉センター多目的ホール（萩市大字江向 510 番地） 

 

３．出 席 者 市長（災害対策本部長）、副市長（副本部長）、災害対策本部員、消防団員、 

地域防災リーダー、一般市民 

 

４．行事内容 式典及び記念講演会 

①黙とう、市長あいさつ     午前１０時～１０時１０分 

②記念講演会          午前１０時２０分～１１時３０分 

演題：「予報技術者として集中豪雨についてお伝えしたいこと」 

講師：下関地方気象台 予報官 大谷 修一氏 

③閉会             午前１１時３０分 

 

５．そ の 他 

   【パネル展示】（協力：下関地方気象台） 

１．期間：令和８年７月２３日（木）～８月１７日（月） 

２．場所：萩・明倫学舎３号館２階「市民ギャラリー」 

３．展示テーマ：「自然災害から命を守る」 

 

【萩市民防災週間横断幕掲示】 

１．期間：令和８年７月１７日（金）～７月３１日（金） 

２．場所：本庁舎、各総合事務所 
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